共通ルート１

六月二十八日（火）

　小鳥のさえずりと、穏やかな朝の日差し。

　そんな中、俺は当然のようにまどろみの中に身をおいていた。

　今日こそは静かな朝を過ごす。

　そのために、里美対策として今日は秘策があるのだ。

「しんちゃ～ん、朝だよ～！」

　外から里美の声がする。

　当然のごとく無視だ。

「起きないなら、上がらしてもらうよ～」

　ふっふっふ……上がれるものなら上がってみろ。

　お前には、玄関を突破することはできないのだ！

「あれ……これは、チェーン！！？」

　そう、俺の秘策とはこれだ。

　いくら玄関の鍵を開けられようと、チェーンロックを突破することはできない。

　あれは内側からしか開けられないのだから。

「くっ、この！」

　がちゃがちゃがちゃ

　いくらあがこうとも無駄だ。お前はあきらめて、さっさと一人で学校行け。
　俺はぎりぎりまで寝るから。

「しんちゃ～ん、開けてよ～」

　がちゃがちゃがちゃ

「あ～け～て～」

　がちゃがちゃがちゃ……ばきっ

「あ、開いた」

「ちょっと待てええええええええええええええええええええええええええええ！！！」

　あまりにも不自然な音が響いたので、あわてて飛び起きて一階へと駆け降りる。

　玄関まで行くと、里美は何事もなかったようにそこにいて――

「あ、おはよう。しんちゃん」

「お前、チェーンロックはどうした！！？」

「ああ、それなら」

　はい、と言って里美が見せたのは、強引にちぎられたチェーンロックの成れの果て。
「ちょっと力入れたらちぎれちゃって……てへっ」

「ちょっとでちぎれるかああああああああああああああああああああああああ！！」

　里美のバカ力に、俺は叫ぶことしかできなかったのだった。
　あのあと、とりあえず里美には弁償させることは約束させ、俺たちは学校に向かっている。
「しんちゃん、待ってよ～」

「近づくな、怪力女」

　しかし、そう言ったところで里美はたいして気にしない様子で俺の隣に並ぶ。

「なんでそんなに怒ってるの？」

「普通怒るだろ。あんなことされたら」

「でも、璃々さんは怒ってなかったよ」

「姉さんは怒りを通り越して呆れてただけだ。まったく……」
　そんなことをぼやきながら、交差点に差し掛かる。

　そういえば、昨日はここでさくらに跳び蹴り食らったんだっけ。

　まさか、今日もってことはないと思うが――

「おはよっ、真！」

　ばしんっ

「ぐえっ！？」

　跳び蹴りはなかったが、いきなり背中を跡がつきそうな勢いでたたかれた。

　犯人は、やっぱりさくらだ。

「な、なにすんだよ！」

「何って、朝の挨拶じゃない」

　俺が文句を言うと、なぜそんなことを言われるのかわからないと言った顔で返される。

「いきなり叩くなって言ってるんだよ」

「叩く？ああ、こんなの軽いスキンシップじゃない」

　ばしばし

　そう言いながら、再び笑顔で俺の背中をはたいてくる。

「いだだだだ」

　うう、やっぱりこの暴力女は避けたほうがよさそうだ。

　里美並に危険なにおいがする。
「さくら。しんちゃんにスキンシップするなんて、私に対する挑戦状と受け取って良いのかしら？」

「このくらいのスキンシップ当たり前でしょ。それくらいでいちいち目くじらを立てないでよ」

「しんちゃんに触れていいのは、私だけなのよ！」

「別にアタシは真とどうこうなるって気はないんだからさ。気にしなきゃいいのに」

「気にするわよ！

　……ところでしんちゃん。なんで一人で先に行こうとしてるの？」

「――――ぎくっ」

　口論していたから気づいてないと思ってたのに……俺が甘かったか。

「いや、その……遅刻するのいやだし、お前らは取り込み中みたいだから先に行こうかな、とか思ったり思わなかったり」

「な～んだ、しんちゃん。会話に入れなくて、寂しかったのね。言ってくれれば、こんなゴリラとの会話なんてすぐにやめてあげたのに」
　――――ぴぎっ

　瞬間、空間が凍ったような感じがした。

「誰がゴリラだって？」

　あ、あの……さくらさん。思いっきり青筋でてるんですけど……

「わぁ、しんちゃん見て見て。ゴリラが人間の言葉しゃべってる。珍獣よ、珍獣！」

「さ、里美……」
　殺気で寒気がする。
　これ以上さくらを刺激したら、俺は殺気だけで死んでしまうのではないだろうか？
「さ、しんちゃん。私たちは学校へ行こ。ゴリラはちゃんと動物園に行くのよ」

「―――豚に言われたくないわね」

「あわわわわわ」

　やばい！この場にこれ以上いるのは絶対にやばい！
　しかし、本能が警報を鳴らしていても、足が恐怖で動いてくれない。

　―――どうする、俺！？
「豚は豚らしく、製肉場でパック詰めでもされたら？もっとも、あなたのお肉なんて一億積まれたって食べたくないけど」

「………………」
「………………」

　二人の視線が絡み合い、バチバチと火花が散る。

　さくらのバックに竜が、里美のバックに虎が見える。

　俺はこのまま、この竜虎激突に巻き込まれ死んじゃうかもしれないな。
　ああ、なんて情けない最後だろう。

　キーンコーンカーンコーン
「あ……」
　そのとき、始業のチャイムが鳴り、俺たち三人の遅刻が確定したのだった。

　今日の授業もこれで終わり。
　さて、これからどうすっかな。

旧校舎（巫凪ルート１）へ

教室（さくらルート１）へ

その他へ
共通ルート２

　今日もなんとか無事に終わった。

　疲れたしさっさと寝よ。
六月二十九日（水）

「うっしゃあ、起きた！」

　里美が来る五分前になんとか起きることに成功。

　これで寝起きに死に掛けなくてすんだぜ！

　しかし、晴れ晴れとした俺の気持ちとは裏腹に外は雨のようだった。

　今朝の雨は未だ止まず、それどころか勢いを増して降り続けている。

　まさにバケツをひっくり返したような雨に、本来なら男子はサッカー、女子は短距離のはずの体育の授業が、体育館で男子がバスケ、女子がバレーに変更になっていた。

「おらぁっ！！」

　どごぉぉぉん！

　さくらのとんでもないジャンプ力から繰り出されるスパイクが、相手のコートに突き刺さる。

「さすがゴリラ。力だけは有り余ってるみたいね」

　スパイクを決められたチームのリーダー―――里美がそうつぶやく。

「ブヒブヒ言っているだけのあんたに褒められたってうれしくないわ」

「いい気になってんじゃないわよ。勝負はこれから！」

　里美のチームの中でトスが上がる。今度はそれに里美が跳び上がって―――

「必殺、しんちゃんとの愛の逃避行アターック！」

　ズガァッ！

　今度は里美のスパイクが、さくらの足元に突き刺さる。

「くぅっ……なかなかやるわね」

「私にはしんちゃんへの愛がある。それがある限り、私は無敵なのよ。おーほほほほほほほほほほほ！」

　ううっ……勘弁してくれ……

　里美の言葉を聞いて、思わずげんなりしてしまう俺。

「その程度、アタシが叩き壊してやる！」

「やれるものならやってみなさい」

「いくわよ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(メテオ),隕石)スパイク！」

「なんの。しんちゃんとの愛の劇場ブローック！」

「弾丸サーブ！」

「しんちゃんのためならレシーブ！」

「一人時間差！」

「しんちゃんの恋の電撃ショット！」

　ずごぉっ！！

「きゃああああ！！」

「いやああああ！！」

　なんだかよくわからないことを言いながら、二人の女が激しいバトルを繰り広げる。

　二人のスパイクは、俺が打つより強力な音がしていて、当たればもれなく意識が飛ぶだろうことは簡単に想像できる。

　おかげで、二人が打つときだけ他の女子がコートから逃げ惑う地獄と化していた。

　ちなみに、男子のほうは―――

「淳、パス」

「よしっ」

　俺が淳にパスすると、あっという間に淳はディフェンスを抜き去り、リングに向かって跳び上がってそのままダンクを決めてしまう。

「キャーーーーーーーーーーーーーー！！」

　それと同時に、さくら里美の被害にあってない女子から黄色い悲鳴が上がる。

　こっちはこっちで、淳が一人で目立っているのだった。

　あ～あ、雨まだ止んでねぇし。

　濡れるの、かったり～。

その他へ
教室（さくらルート２）へ

学校外（絆ルート１）へ
共通ルート３

　ううっ、今日も疲れたな。

　というか、俺、普通の人間の倍は疲れている気がする。

　まあ、いいや。寝よ。
六月三十日（木）

「しんちゃ～ん！」
　どごすっ！

「ぐはぁっ！！？」

　今日もまた、里美に潰されて目が覚めた。

　なんでこう、毎度毎度……
　今日は掃除当番。

　仕方なく淳たちとサクサクっと終わらせて、ごみ捨ては淳に任せる。

　あいつは頼まれると断れない性格してるからな。こういうときに便利だ。

　さて、それじゃあ俺はこれから何するか―――
旧校舎（巫凪ルート２）へ

その他へ

廊下（絆ルート２）へ

共通ルート４

　六月も今日で終わりか。

　もう夏じゃん。時間が過ぎるのって早いよな。

　まあ、いいや。別に感慨もわかないし、さっさと寝るべ。

七月一日（金）
　今日もまた、いつものように里美にたたき起こされ家を出る。
　どうにかしてこいつに起こされないですむ方法はないかな。もちろん俺が早起きする以外で。
「あ、中根さんじゃないですか」
「え？」
　そんなことを考えながら歩いていると、突然聞き覚えのある声がした。
　しかし、声のしたほうを見ても里美がいるだけだ。
「どうしたの、しんちゃん？」
「お前、今声が聞こえなかったか？」
「声？別に聞こえなかったけど」
「そうか……」
　おっかしいな。今、巫凪の声が聞こえたと思ったんだけど……
「しんちゃんだなんて、お二人は仲がいいんですね」
「いや、それは絶対に違う……って、あれ？」
　思わず突っ込むが、やはり巫凪の姿は見えない。
「ねえ、しんちゃん。さっきから私のことばかり見て、どうしたの？
　――――ハッ、まさかようやく私の魅力に気づいてくれて、見惚れてたのね」
「そんなことはありえん」
「いいのよ、照れなくて。私はちゃんとわかってるわ。それなら、学校なんて行かないで一刻も早くホテルに行きましょう」
「ホテルだなんて……そんなに進んでいるんですか。うわぁ～」
「ちょっと待て！俺と里美はそんなんじゃない！巫凪もそんな簡単に信じるなよ！」
　姿の見えない巫凪に呼びかける。しかし、そんな俺を里美がいぶかしげな目で見てきて、
「しんちゃん。巫凪って誰？女の名前？」
「………………」
　し、しまった～～～～～～！
　里美の前で、里美の知らない女の名前を出すのはとても危険なのに。しかも、苗字じゃなくて名前で呼んじゃってるし……
　やばい、やばいぞ。
「しんちゃん、巫凪って誰よ？しんちゃんとはどういう関係なの？」
「あ、いや、そのだな……みな、みなぎ、みなげ……そ、そうだ。いっそのこと身投げでもしようかなぁなんて」
「し、しんちゃん……頭大丈夫？」
「それはお前にだけは言われたくないんだが」
「くすくすくすっ」
　俺が困っていると巫凪のおかしそうな笑い声が聞こえてくる。
　本当にどこに―――
「ここですよ」
　突然里美の腹からにょきっと巫凪の上半身が生える。
「――――わぁっ！？」
　俺は思わず里美から後ずさって、足が絡まって尻餅をつく。
「しんちゃん。本当に大丈夫？暑さで頭がやられちゃったの？」
「い、いや。別に大丈夫だ」
　巫凪のことは気づかれないように、できるだけ平然と立ち上がって汚れを払う。
　まったく……巫凪のやつ、驚かせやがって。
　俺が少し怒って巫凪のほうをみると、巫凪は里美に見えないことをいいことに、里美で遊んでいた。
「オニ、オニ～」
　頭に両手を突っ込んで、人差し指を二本だけ頭のてっぺんから出す。
　そんな巫凪に俺は少し怒って―――
「天狗～」
　今度は鼻の部分から指を出している。
　そんな巫凪に俺は―――
「マントヒヒ～」
　俺は―――
「がちょ～ん」
「ああ、もう！」
　あまりにも楽しそうに遊ぶ巫凪を見てたら、完全に毒気が抜かれてしまってどうしても怒る気になれなかった。
「もう行くぞ。学校に遅れちまう」
「あ、しんちゃん。いったいなんなのよ、もう」

「中根さん。それじゃあ、学校がんばってくださいね」

「ん」

　俺は、巫凪に向かって軽く手を振ると、里美と一緒に学校に向かって歩き出したのだった。

　今日も無事―――かはともかく、なんとか授業も終わって放課後だ。

　どうすっかな。

旧校舎（巫凪ルート３）へ

学校外（さくらルート３）へ

廊下（絆ルート３）へ

その他へ
共通ルート５
　ああ、明日が終われば待ちに待った日曜日。

　何はともかく、眠いんで寝よ。

七月二日（土）
　今日は土曜日。しかしまあ、土曜日にも学校があるって間違ってるよな。
　公立は週休二日っていうのに、私立は損だよな。

　はぁ……ぼやいててもしょうがないし、いっちょがんばりますか。

　午前の三時間だけの授業も終わり、今日はこれで開放される。

　せっかく半日空いてるんだ。淳でも誘って、どっか遊びに行くか。

「お～い、淳」

　そう思って、飯塚さんやすでに来ていた絆ちゃんと雑談している淳に話しかける。

「なんだ、真？」

「お前、これから暇か？暇ならどっか遊びに行こうぜ」

「遊びにって、真はずいぶん余裕なんだな」

「余裕？何のことだよ？」
「何って、月曜から試験だろ。お前、大丈夫なのか？」
「……………試験？」

「うん」

「……それって、いわゆる期末テストってやつ？」

「そうだろ」

「赤点取ると、夏休みに補習があったりするあれか？」

「だからそうだって」

「―――しまったああああああああああああああああああああ！！」

　すっかり完璧完全に忘れてた。
　七月の初めって、思えばそういうイベントあるんだっけ！

　そういえば、さっき沢野先生もなんかそれっぽいこと言ってたような……

「先輩。もしかして、テストのこと忘れてた？」

「本当か、真？」

「……あ、ああ」

「そんな……先生だってあれだけテストテスト言ってたのに」

「先生の言葉なんて、基本的に上の空で聞いてないんだよ俺は！」

　思わず頭を抱えて叫ぶ俺。ちょっぴり泣きそうだ。

　っていうか、泣く。マジ泣きます。

　補習決定。

　俺の夏休みが～～～～！

「はぁ。わかったよ、真」
「え？」

「今日一日で、できるだけは出そうな問題教えてやるよ」

「本当か！」
「ああ。そういうわけだから、悪いけど俺は真に付き合うよ。明奈も絆もごめんな」
「ううん。私は明日でもいいから、今日は中根君の手助けをしてあげて」

「しょうがないか。それじゃあ、お義兄ちゃんを一日だけ貸したげます」

　ううっ、ありがとう二人とも。

　そして、淳。お前がもてるのは、金持ちだからとか顔が良いとかだけじゃなく、こういう友達思いのところもなんだな。

　ああ、俺ちょっぴり感動してるぜ。

「それじゃあ、真。昼飯食ってから、お前の家行くからな」
「ああ、本当にありがとう。お前みたいな友達がいて良かった」

「ははは、大げさだよお前」

　それじゃあ、また後でなと言い残し、淳と飯塚さんは帰っていく。だけど、絆ちゃんだけは残って、俺にびしっと指を突きつけると、
「貸し一つですからね。このお返しはいつか請求しますから」

「肝に銘じておくよ」

「それじゃあ、私ももう行きます。早く淳さんたちに追いつかなきゃ」

　そう言って、絆ちゃんも二人を追いかけていった。

「よしっ、俺も早く帰って勉強の準備するか」

　こうして、今日は寄り道しないで帰ることになった。
　家に帰って、昼飯食べて、自分の部屋で改めて試験科目の教科書を広げてみた。

　現代文、古文、数学、化学、日本史、世界史、英語、オーラル、保健体育……

　うへ～、こんなにあんのかよ。

　ピンポーン

「おっ、来たな」
　階段を下りて玄関を開けると、予想通り普段着の淳がいた。
「やあ、真」

「おう、早速だけど上がってくれ」

「おじゃましま～す」

　淳が家に上がると、ちょうど家の奥から姉さんが現れた。

「ねえ、真哉。今誰か―――って、あらっ、確か轟君だっけ？」

「はい。こんにちは」

　姉さんの登場に、律儀に頭を下げて挨拶する淳。

「こんにちは。今日は遊びに来たんだ」

「あ、いえ、そうじゃなくて」

「淳に勉強教えてもらおうと思ってさ。月曜からテストだから」

「そっか、もうそんな時期なんだ。真哉にしては嫌な時期が来たって感じかしら？」
「ううっ、それは言わないでよ」

「あははっ。それじゃあ、轟君。できの悪い弟にしっかり教えてあげてね」

「はい」

　姉さんは奥に引っ込み、俺と淳は俺の部屋にやってきた。

「さて、じゃあ何からやるか」
「まずは試験範囲を教えてくれ」

「……そこからなのか？」

「そこからなんだ」

　こうして、俺と淳の勉強会は始まった。

　試験範囲から始まり、淳による大事な問題の解説と俺からの質問。
　勉強会は順調に進み、キリが良いところで一息入れようということになった。
「それじゃあ、淳。麦茶で良いよな？」

「ああ。頼むよ」

　そう言って、俺が立ち上がったときだった。
　こんこん

　不意に俺の部屋をノックする音が聞こえてきた。
「真哉」

「あれ、何、姉さん？」
　すぐにドアを開けると、クッキーの山とジュースが入ったコップを二つ乗せたお盆を持った姉さんの姿。
「そろそろ一休みしたらどうかなって思って」

「うわっ、ありがとう姉さん」

　最高のタイミングだよ。

　すぐに机から勉強道具をどかして、そこにお盆を乗せる。
「轟君、クッキーでよかったかな？」

「あ、はい。ありがとうございます」

「それじゃあ、二人とも、がんばってね」

　そう言い残して、姉さんは俺の部屋から出ていった。

　残されたのはできたてと思われるホクホクのクッキーと氷の入った冷たいオレンジジュース。

　早速クッキーをつまんでほおばると、香ばしい甘い味が口いっぱいに広がった。

　う～みゅ、最高だ。

「淳、お前も遠慮しないで食えよ」

「ああ、いただくよ」

　淳もクッキーをつまみ、口に入れる。

「うまいな、これ」

「そうだろ。なんせ姉さんの手作りだからな」

「へぇ」

　そのまま二人で、ぼりぼりとクッキーを食べながら談笑する。
「お前のお姉さん、えっと璃々さんだっけ？」

「ああ」

「すごいきれいな人だな。おまけにこんなうまいクッキーも焼けるし」

「なんだ、お前。もしかして姉さんに気があるのか？」

「――――なっ、バカ！そんなわけないだろ！」

　俺がからかうと、この手の話題に弱い淳はすぐに顔を真っ赤にする。

「いや、お前の気持ちはわかるぞ、淳。確かにうちの姉さんはきれいだし、料理もうまい」
「ちょっ、真。話しを聞けって」

「しかしだ。飯塚さんに絆ちゃんまではべらせてるお前が、今度は姉さんにまで手を出すんだったら、流石の俺もお前に殺意を覚えちゃったり覚えなかったりするかもな」

「は、はべらせてるってそんな……」

「ははは。まあ、冗談はこのくらいにしてと」

「冗談って、お前な」
「悪い悪い。ただ、姉さん狙いなら、本当にあきらめたほうがいいぞ。なんか、彼氏がいるみたいだからな」

「そうなのか？」
「ああ」

　姉さんぐらいの人なら、男もよりどりみどりってやつだろ。彼氏は実際には見たことないけど、やっぱ良い男なんだろうな。
　なんてくだらない話をしているうちに、いつの間にかクッキーは二人で食べてしまっていた。

「……そんじゃあ、勉強再開しますか」

「そうだな」
　こうして、再び俺と淳の勉強会が始まった。

「おじゃましました～」

「おう、また来いよ～」

　淳が帰ったのは、その日の六時くらい。

　散々しごかれたが、おかげで結構いけそうな気もしてきた。

　後は、自分でどれだけできるかか。

「さて、今日はもうちょいがんばりますか」

　そうして、七月二日の夜は過ぎていった。
七月三日（日）
　日曜ということで、里美に起こされる心配もなくゆっくり熟睡。
　そんなわけで気がついたら昼過ぎだった。
　まったく、雨が降ってて暗いからわかんなかったぜ。
　……流石に寝すぎたかな？

　下に降りて、すでに用意してあった昼飯を適当に詰め込み、自分の部屋に戻って勉強道具を開く。

　明日の教科は確か……日本史とオーラルか。

　日本史は確か江戸時代末期から明治初期までだろ。

　とにかく、人名とか暗記して……

　オーラルコミュニケーションは、苦手な英語だけど、半分はリスニングだからなぁ。記号問題多いだろうし、その場の勢いでなんとかなるだろ。

「よっしゃ、やるか！」

　テスト前日。俺の必死の追い込みが始まった。
　やることはやった。

　後は明日の問題が簡単であることを祈って―――

　お休み……

七月四日（月）

「テスト、がんばってね」

「やるだけやってみるよ。それじゃあ、いってきま～す」

　姉さんに見送られ、里美と一緒に家を出る。

「しんちゃん。どう、調子は？」

「ふっ、一夜漬けの実力。見せてやるぜ」

「わ～、自信満々」

　半ば開き直りながら、俺は学校へと歩き出したのだった。

「みんな。テストがんばって、補習のないように。いいわね～」

　そう言って沢野先生が出ていくと、代わりに試験監督の先生が入ってきた。

　いよいよテストが始まるのだ。

　一時間目。日本史。
　・

　・

　・

　終了。

　ああ、かったりぃ……とか思っても、どうしようもないわけで。
　とりあえず、あと一時間、頑張りますか。

　二時間目。オーラルコミュニケーション。

　・

　・

　・

　終了。
「ふぅ……」

　何はともあれ、テスト一日目無事に終了だ。

「真。テストどうだった？」

　そう聞いてきたのは淳だ。

「へへっ、自分ではけっこうできたと思うぞ。まあ、埋まんないところは結構あったけどな。お前に範囲を教えてもらえてなかったらと考えると、雲泥の差だ」
「そっか。力になれて良かったよ」
「そういうお前はどうだった―――って、お前の場合、聞かなくてもできてるに決まってるか」

　こいつは前回のテストで、確かトップだったはずだ。というか、テストの結果が張り出されるたびにトップのような気がする。

　凡人とは頭の作り方が違うとしか思えない。
「明日は数学と保健体育。真はどっちも比較的得意だったよな」
「ああ。だから今日は楽できるぜ」
「お義兄ちゃん。早く帰って勉強教えて」

　俺と淳がそんな会話をしていると、絆ちゃんが現れて淳の制服を引っ張り出した。
「わかったわかった。それじゃあ、真。お先に帰るな」

「ああ」
　そう言って、淳は絆ちゃんや飯塚さんと一緒に帰っていった。

　さて、俺も帰るとしますか。

廊下（さくらルート４）へ

その他へ

共通ルート６
　明日は数学と保健体育のテストだ。

　俺にしては珍しく、比較的得意教科なこの二つ。

　淳に言われた問題と、保健体育の教科書を流し読みしてから今日は寝ることにする。

　お休み～
七月五日（火）
　今日の天気は雨。それも、結構強いやつだ。
　まあ、だからといってテストがなくなるわけもなく、結局は学校に行かなきゃならないのだ。

「はぁ……いってきま～す」

「真哉。もっとシャキっとしなさい」

「うぃ～っす」

「もう。この子ったら」

　姉さんのため息を聞きながら、今日は家を出たのだった。
　一時間目。数学。

　数学だけ、他の教科より三十分多かったりする。

　その分、範囲も問題数も多くて嫌なことだ。

　まっ、ぼやいても仕方ないからやるけどね。

　・
　・

　・

　終了。
　さて、次は保健体育か。適当に教科書を流してと……

　二時間目。保健体育。

　・

　・

　・

　終了。

「ふぅ……」

　本日の試験日程終了。

　比較的得意教科ということもあって、数学、保健体育ともに空欄は少なめだ。

　だがしかし、ここで気を抜くわけにはいかない。
　なんせ、明日は古文、英語、世界史と三教科あるのだ。
　しかも、うち一教科は英語……

　はぁ……なんか良い点取る方法ないかな？

教室（さくらルート５）（さくらルート４を通過していると選択可）へ

廊下（絆ルート４）へ
その他へ
共通ルート７

　古文は一度教科書を見ただけで後はフィーリングでやるからよし。

　というわけで、世界史と英単語の暗記に時間を割いていたらもう日付が変わっていた。

　そろそろ寝ないと、テスト中に寝るとかやりかねないな。

　寝るか……

七月六日（水）

「いってきま～す」
「いってらっしゃい」

　家を出ると、昨日に引き続き大振りな雨が迎えてくれた。

　今日も雨か……まあ、梅雨だからしょうがないんだけど。

「ほら、しんちゃん。ぼーっとしてないで、早く行こ」

「ん、そうだな。さっさと学校行って、もう一回教科書を見直すか」

　というわけで、俺たちは学校に向かって歩き出した。

　一時間目。古文。
　昔の言葉なんて、現代に生きる俺に何の関係があるんだか……

　という、古文が嫌いな人間のほとんどが思うであろうことを考えながらもテストが始まった。

　・
　・

　・

　終了。

　次はいよいよ英語か。
　最後にもう一回単語を見ておこう。

　二時間目。英語。

［（絆ルート４を通った場合のみ）
　おっ、ここは昨日飯塚さんに教えてもらったとこじゃん。

　確かｈａｒｄｌｙの意味は……あれ、なんだっけ？

　昨日やっただろ、ほら、あれだよあれ。確か―――

　『ほとんど～ない』だったっけ？
　そうそう、そうだったよな

　いや～、飯塚さん、ありがとう・
］

　・

　・

　・

　終了。

　さて、次は世界史か。それなりにがんばらないと……

　三時間目。世界史。

　わからない問題は飛ばして、とりあえずわかりそうな問題や選択問題から取り組んでいく。

　半分ぐらいまで順調に来たところで、気晴らしに目だけで他の連中の様子を伺ってみる。

　淳や飯塚さんは予想通りすらすらと回答しているようで、逆に里見やさくらはすでに戦線離脱、爆睡しているみたいだった。

　……とりあえず、あいつらに負けることはなさそうだな。

　さて、一休みしたところで再開しますか。

　ええと、なになに……地動説を唱えたのは誰でしょう。次の中から選びなさい。

　ア、ミケランジェロ

　イ、ガリレオ

　ウ、コペルニクス
　エ、ルソー
　オ、オレオレ
　え～と……個人的にはオに惹かれるけど確か正解はウだよな。

　それにしても、オレオレって詐欺じゃないんだから……

　うちの世界史の先生、辺に茶目っ気があるというか、選択問題になると必ず一つ、わけのわからない言葉が入っている。で、結局は五択が四択になっているというわけだ。
　まあ、面白いからいいんだけどね。

　さて、次の問題はと、

「中根さん。この問題、面白いですね」

「――――――！！！？」

　いきなり前のやつの背中から顔を出した巫凪に、思わずひっくり返りそうになる。

「あ、あぶな……」

　あまりに驚きすぎて、心臓止まるかと思った。

「こんにちは、中根さん」

「み、巫凪……」

　テスト中ゆえ、巫凪に顔を寄せてできるだけ小さい声で話す。

　下手に大きな声を出せば、カンニングと取られかねないからだ。
　……待てよ。カンニングって……

　俺は巫凪の姿をまじまじと見つめる。

　巫凪って、俺以外には姿が見えないんだよな。

　それに、声も聞こえない。

　ってことは、巫凪に淳の答案を見てもらってくれば、俺は淳と同じ点数に。しかも、淳とは席が離れているのでカンニングを証明されることも無い。

　……どうする。頼むか？
［巫凪にカンニングを頼むＯＲ頼まない］
｛頼む｝

「あのさ、巫凪」

「はい？」

「俺、今すっげえ驚いて、死ぬかと思った」

　俺は、怒っているのが伝わるような言い方で言う。

「あ……怒ってます？」

「ああ、怒ってる」

「……ごめんなさい。つい、調子に乗って……」

　思ったとおり、申し訳なさそうにしょんぼりする巫凪。
　ふっふっふ、計画通りだ。

「巫凪。もしお詫びの気持ちがあるなら、俺のお願いを聞いてくれないか？」
「はい。私にできることなら！」

「それじゃあさ、あそこにいるやつの答えを見てきてくれないか？」

「え……？」

　俺のお願いを聞いた瞬間、巫凪の表情が固まった。

「それって、カンニングですよね？」

「……そうとも言うかな」

「ダメです！そんなことしちゃいけません！」

「わっ！？」

　巫凪が身を乗り出して怒るので、思わずのけぞってしまう。

「中根さん。テストは自分の力でやるものです。カンニングなんていけません」

「俺に協力してくれないなら、巫凪のこと許してあげない」

「うっ……」

　俺がそう言うと、巫凪は困った顔のまま固まってしまった。

　自分でも卑怯な言い方だとは思うが、こっちだって必死なのだ。一度でいいから淳のような高得点を取ってみたい。そう思うのは学生として当たり前の願望と言うかなんと言うか……とにかく、そういうわけなのだ。

「だから、巫凪。あいつだから」

「やっぱりダメです！とにかくダメなんです！」
　そう言った瞬間、巫凪の姿は忽然と消えてしまった。

　どうやら逃げられてしまったらしい。

　……あ～あ、仕方ない。自分でやるか。
｛頼まない｝

　あ～もう、なにバカなこと考えてるんだよ、俺は！

　それよりも、今の巫凪の登場の仕方をどうにかするのが先だ先。

「巫凪。どうしてそういう登場の仕方するんだ！」

　今はテスト中なのだ。冗談にして性質が悪すぎる。

　だから、小さくともちゃんと怒気のこもった声で言う。

「あ……ごめんなさい」

　俺の怒りが伝わったのか、巫凪はしょんぼりした顔になって、

「登場するときには人を驚かせないとすまないのは幽霊の性っていうか……うぅ、今度から気をつけます。ごめんなさい」

「ふぅ………わかればいいよ」
　本当に申し訳なさそうに謝る巫凪。
　それ以上怒る気にもなれなくてつい許してしまう。
「巫凪。わかってると思うけど、今は試験中なんだ」
「はい……」

「だから、悪いけど話なら後にしてもらえるかな」

「はい……ごめんなさい」
　俺がそう言うと、巫凪は浮かない顔をしたまま消えてしまった。

　少し罪悪感が湧いてくるが、今のはしょうがないことだと思う。

　……でも、今度会ったときは言い過ぎたって謝っておこうかな。
　巫凪の悲しそうな顔を思い出し、俺はそう思うのだった。
　・

　・

　・

　終了。

　そんなこんなで、今日の試験科目はすべて終わり。
　残るは試験最終日の現代文と化学のみ。

　はぁ……最大の鬼門が最終日にあるとは。

　俺の心情は今、外の天気と同じようにどしゃ降りだぜ。
　まあ、そんなことを言っていても何も変わらないんだけど―――

旧校舎（巫凪ルート４）（カンニングを頼まないときのみ選択可）へ
教室（絆ルート５）へ（絆ルート４を通過したときのみ選択可）

その他へ
共通ルート８
　現代文は漢字だけやって、残りの時間は全て化学に費やす。
　見てろよ、明日は伝説を作ってやるぜ！

　……自信ないけど。

七月七日（木）

「いってきや～す」
　今日の天気はやや曇り気味。果たして彦星と織姫は会えるのだろうか。

　まあ、人の恋愛の心配している余裕なんて、今の俺には無いけどね。

　学校に到着して、淳にわからない問題を聞いているとあっという間にテスト開始時間になっていた。
　一時間目。現代文。
　・

　・

　・

　終了。
　さて、最後の大詰め。最大の難関の化学だ。

　昨日の特訓の成果を見せてやるぜ！

　二時間目。化学。

　・

　・

　・

　終了。

　チャイムとともに、クラス中でシャーペンを置く音が響く。

「……終わった」

　これでテスト全日程終了。

　泣いても笑っても、後は結果を待つばかり。
　たぶん笑えないんだろうなぁ。まあ、補習にならなきゃいいや。

「テストお疲れ～。明日からはまた普通の授業だから、今日のうちにしっかり休んでおきなさい。それじゃあ、解散～」

　沢野先生のその言葉とともに、クラスメイトたちが立ち上がる。

　これから部活に行ったり遊びに行ったりするのだろう。

　さて、俺はどうするか。

　半日空いてるんだし、久しぶりにゲーセンにでも行くか。
巫凪との約束を思い出す（巫凪ルート５へ）（巫凪ルート４を通過したときのみ）
一人でゲーセンへ（さくらルート６へ）
淳とゲーセンへ（絆ルート６へ）
その他へ
共通ルート９
　テスト終わったからってはしゃぎすぎたか。
　くだらない深夜の通販番組なんて見ちまったぜ。

　まっ、あれはあれで笑えるんだけどね。

　それはともかく、明日というか今日というか、起きれるかな？

七月八日（金）

　じりりりりりりりりりりりりりりっ

「うにゅう……」

　けたたましい目覚ましの音で目が覚める。

　すさまじく眠いがここで二度寝すると里見が来てしまう。

　とりあえずなんとか立ち上がってカーテンを開ける。

　窓の外を見ると、雲ひとつない青空。

　今日はどうやら快晴らしい。

「よしっ、下に降りるべ」

　ベッドの上にいるといつ眠りだすかわからないので、俺はさっさと一階に降りたのだった。

　休み時間、のどが渇いたのでジュースを買いに行くことにする。

　暑くてかなわんなぁ、まったく……

　自販機でジュースを購入。教室に戻りながら早速ふたを開けて飲みはじめる。

「ごきゅ、ごきゅ、ごきゅ……ぷはー！この一杯のために生きてるね、俺は」

　などと、アイスコーヒーで言ってみる。

　う～ん、これでビールだったらおっさんだよな。
　そんなことを考えながら歩いていると、なぜかスキップをしながらこっちに向かってくる見知った人影が―――絆ちゃんだ。
「♪～♪～」

　鼻歌まで歌ってるってことは、相当上機嫌みたいだな。

「あっ、中根先輩じゃないですか」

「やっ。なんかやけに機嫌がいいみたいだけど、なんかあったの？」

「うふふっ、知りたいですか？」

「いや、別に言いたくないなら言わなくていいよ」

「聞いてくださいよ～」

　絆ちゃんは話したくてしょうがないって顔してる。この顔をしている絆ちゃんを止めるのは俺には不可能だ。おとなしく話に耳を傾けるしかなさそうだ。
「はいはい。それで、なにがあったの？」
「フッフッフッ……実はですね。今朝、男の人なら誰でも夢見るようなことを実行に移したんです」

「へぇ、それって？」

「夜中にですね、淳さんの部屋を訪れて、

『お義兄ちゃん。怖い夢見たから、一緒に寝ていい？』

って、言ってやったんですよ」
「……それはまた」
　なかなか強力な一言だな。

「淳さんは優しいですから、ちゃんと一緒に寝てくれて、おまけに手まで握ってくれて」

「なるほどね。それでそんなに上機嫌なんだ」

「それだけじゃないんですよ。

　朝、明奈が淳さんを起こしに来たとき、ばっちり私と淳さんが一緒に寝ているところを目撃させましたから。

　いや～、あのときの明奈の顔は最高でしたよ。中根先輩にも見せてあげたかったなぁ」
　……今日の飯塚さん、妙に動きが硬かったけど、そういう理由があったわけね。
「あっ、いけない。もう休み時間終わりだ。先輩、それじゃあ、私、急いでジュース買ってきますんで、先輩も早く教室に戻ったほうがいいですよ」
「ああ、そうするよ」

「またね、先輩」

　そう言い残し、絆ちゃんはダッシュで自販機のほうには向かっていった。

　……俺も教室戻るか。

　さて、今日の授業も終わり。

　昨日テストが終わったばかりだというのに、すでに二～三個テストが返される。
　結果は……

　ふぅ、なんとか赤点だけは免れたか。

　しかし、まだ返されるテストは多いし。最大の鬼門の化学が返されるのは明日。ある程度心の準備はしといたほうがいいかな？

　まあ、そんな先のことはともかく、今日はこれからどうしようかな？

旧校舎（巫凪ルート６）へ
教室（絆ルート７）へ
その他へ
　さて、今日という一日も無事終了。

　ただ、怖いのは明日返ってくる化学か……

　ああ、神様、仏様、沢野大先生様。どうか、どうか赤点にだけはなっていませんように！

七月九日（土曜日）

「おはよっ、しんちゃん」

「ああ」

「今日、いよいよ化学のテストが返ってくるね」

　うっ、嫌なことを思い出させてくれる。

「今年も一緒に補習を受けようね」

「いやじゃああああああああああああああああああああ！！！」

　朝っぱらから、俺の悲痛な叫びがご近所に響き渡ったのだった。

［巫凪ルート４　ＯＲ　絆ルート５を

｛通過している｝
「さ～て、お待ちかねのテストを返すわよ」

　―――――きた！

　ついに来てしまった、この時が！

　教壇の上には、答案用紙の束を持って、やたらにこやかな沢野先生。その笑顔が微妙に怖かったりするのは俺だけなんだろうか？

「わかってると思うけど、もし赤点取ってたら大事な夏休みの最初に補習があるわ。あと、それにプラスして、私の実験に付き合ってもらうから。うふっ、うふふふふっ」

　ぞぞぞぞぞっ
　その笑顔を見た瞬間、背筋に悪寒が走る。
　これは、なおさら赤点は取れないぞ。

「それじゃあ、名前呼んだら取りにきて。安藤」

「は、はいぃ！」

　安藤のやつ、声が裏返ってるよ。気持ちはわからないでもないけど。

「安藤。惜しかったわね」

「………えっ？」

　しょっぱなから、赤点宣告！？

　安藤のやつ、完全に固まってる。

「はい、テスト。もうちょっと下なら赤点だったのにね」

　その言葉を聞いた瞬間、ずるっとイスから落ちそうになる。

　赤点じゃないのが惜しいんですか！
　まあ、そんな風にして化学の答案が返されていき、途中、里美が赤点だと発表されてもいつものことだとみんな気にしなかったり、淳がいつものように満点を取って紹介されたりなんてことがあって―――

　そして、ついに俺の番になった。

「次。中根」
「は、はい……」

　がちがちの動きで教壇のほうへ向かう。

「中根……」

「な、なんでしょう？」

「残念よ、先生。中根が、中根が……」

「……ごくっ」

「こんなにがんばるなんて！」

　そう言って差し出された答案には６３点の文字。

「よっしゃ！！赤点じゃねぇぇぇぇぇぇぇぇ！！」
　思わず天に向かって勝利のガッツポーズ。
　ああ、なんて気持ちがいいんだ。

「うそ！うそでしょ、しんちゃん！」
「ふははははっ、里美。これを見るがいいわ！」

「そ、そんなバカな。しんちゃんと一緒に補習じゃないなんて」

「これが実力の違いだ！」
「そんな～」
　里美ががっくりと膝を突く。

　やった。ついに俺はやったんだ！

　奇跡をこの手で起こしたんだ！

　最高の気分で席に着き、他のみんなが答案をもらうところを眺める。

　ちょっぴり優越感だ。

　しかし、結局赤点だったのは里美とさくらだけ。

　もしかして、このテスト簡単だったの？

「はぁ、夏の補習は大貫と山吹だけか。ずいぶん疲れそうな面子ね」
「先生。ちょっと待ってくださいよ。アタシは転校してきたばかりだから、テストは成績には関係ないんじゃ」

「関係ないわよ。でも、山吹の場合、編入試験の化学が結構やばかったからね。せっかくだから補習受けてもらおうってことで」

「そ、そんなぁ」

　そして、里美に引き続きさくらもがっくりと頭をたれた。

　ああ、一歩間違えばあの仲間になっていたと思うと恐ろしいぜ。

「はい、じゃあ、今日はテストの解説して終わりね」

　そう言って、沢野先生が黒板を書き始めた。
　そうして俺は、おそらく人生の中で最高のいい気分で授業を受けれたのだった。

　化学が赤点じゃなくて本当に良かった良かった。

　でも、俺一人じゃ絶対無理だったんだし、お礼しに行かなきゃな。

巫凪ルート７へ（巫凪ルート４を通過の場合のみ）
絆ルート８へ（絆ルート５を通過の場合のみ）
｛通過していない｝

「さ～て、お待ちかねのテストを返すわよ」

　―――――きた！

　ついに来てしまった、この時が！

　教壇の上には、答案用紙の束を持って、やたらにこやかな沢野先生。その笑顔が微妙に怖かったりするのは俺だけなんだろうか？

「わかってると思うけど、もし赤点取ってたら大事な夏休みの最初に補習があるわ。あと、それにプラスして、私の実験に付き合ってもらうから。うふっ、うふふふふっ」

　ぞぞぞぞぞっ

　その笑顔を見た瞬間、背筋に悪寒が走る。

　これは、なおさら赤点は取れないぞ。

「それじゃあ、名前呼んだら取りにきて。安藤」

「は、はいぃ！」

　安藤のやつ、声が裏返ってるよ。気持ちはわからないでもないけど。

「安藤。惜しかったわね」

「………えっ？」

　しょっぱなから、赤点宣告！？

　安藤のやつ、完全に固まってる。

「はい、テスト。もうちょっと下なら赤点だったのにね」

　その言葉を聞いた瞬間、ずるっとイスから落ちそうになる。

　赤点じゃないのが惜しいんですか！

　まあ、そんな風にして化学の答案が返されていき、途中、里美が赤点だと発表されてもいつものことだとみんな気にしなかったり、淳がいつものように満点を取って紹介されたりなんてことがあって―――

　そして、ついに俺の番になった。

「次。中根」

「は、はい……」

　がちがちの動きで教壇のほうへ向かう。

「中根……」

「な、なんでしょう？」

　そこで、なぜか先生が俺の肩に手を置いた。

「先生、信じてたわ。中根は期待を裏切らないって」

「へっ？」

　なんでそんなに楽しそうに言うんですか。
　それって死刑宣告ですか？

　死刑宣告なんですか？

「はい、テスト」

「………………」

　返されたテストをしばし凝視。

　そして、軽くほっぺをつねって現実だと再確認。そして、

「ぎゃああああああああああああああああああああ！！」

　頭を抱えて俺は叫んだ。

　に、にじうにてん……

　文句なし、問答無用の赤点だった。

「やった！しんちゃん。これで今年も一緒に補習だね」

「ひ、ひやだ……」

「それじゃあ、中根。さっきも行ったとおり、実験に付き合ってもらうから今日の放課後空けておいてね」

「今日いきなりですか！？」
「うん」

　先生、子どもみたいに目が輝いてる。
　ダメだ、俺、こんな先生止められないよ。
「それじゃあ、他のやつも返していくわよ」

　俺が打ちひしがれてる中、次々と返されていく他のみんなのテスト。結局、他に赤点はさくらだけ。

　夏休みの補習はこの三人。俺、死ぬかも……

　さくらルート７へ

共通ルート１１
　今日もまあ、いろんなことがあって疲れた。
　しかし、明日は待ちに待った日曜日！

　さ～て、ぐっすり眠るぞ。

　そう俺は決意して、ベッドにダイブしたのだった。
七月十日（日）

　ミーンミンミンミーン　ミーンミンミンミーン
「うにゅう……」

　蝉の声がうるさくて目が覚めた。

　枕もとの時計を見ると、一時半ぐらい。

　昨日宣言したとおり、ぐっすり寝れたらしい。

　着替えてから一階に降りると、姉さんが洗い物をしていた。

「おはよう、姉さん」

「おはようって、もうお昼よ」

「ん……じゃあ、こんにちは？それも変じゃない」

「真哉がもっと早く起きればいいの。休みの日だからって、眠りすぎ」

「ふぁ～い」

　俺があくび交じりで返事をすると、姉さんはあきらめたような顔をして、

「なんでもいいから、ご飯食べちゃって。食器洗うから」
「うん。わかった」

　食卓につくと、姉さんがご飯をよそってくれた。

「お味噌汁はまだ温かいから、温めなくていいわよね？」

「うん」

　姉さんに味噌汁までよそってもらい、手を合わせる。

「いただきます」
　今日の朝、兼、昼ご飯は、しょうが焼きにトマトとレタスのサラダだ。

　がつがつとそれらを口の中に入れていると、姉さんが俺の向かいに座って、

「ねえ、真哉。今日の予定は？」

「ん？」

　口の中に物を入れたまましゃべるわけにもいかず、とりあえず麦茶で胃のほうへ流し込む。

　今日の予定か。そうだな……

「髪でも切りにいくよ」さくらルート８へ

共通ルート１２

　せっかくの日曜日ももう終わりか。
　あ～あ、明日は学校か。かったるいな。

七月十一日（月）

「それじゃあ、いってきま～す」
「いってらっしゃい」

　姉さんに見送られて家を出ると、強すぎる日差しと暑苦しい幼馴染が迎えてくれた。

「しんちゃん。忘れ物ない？」

「ねえよ。っていうか、暑いんだから近づくなよ」

　早速にじり寄ってくる里美をかわし、すたすたと学校のほうに歩き出す。

「もう、しんちゃんったら、照れ屋さんなんだから」

「照れてねえ！」

　こうして今日一日が始まった。
　今日の体育は、男子はサッカー、女子は水泳だ。

　うちの学校の水泳の授業は、だいたい男女交互に行われる。

　一緒にプールに入れないといえども、男子連中の興奮はすごい。なぜなら、プールが校庭の横にあるため、フェンス越しとはいえ女子の水着姿は拝むことができるのだ。

　おまけに、このクラスにはみんなのアイドル飯塚さんがいて―――

「おい、飯塚さんだ！」

「うおおおおおおおおおおおおお！！」

「なんて均整の取れたプロポーションなんだ」

「誰か、カメラだ！」

「お前ら、まじめに授業をしろ～～！！」

　暴走し始める男子に、キレる体育教師力石亨（四十五歳）。

　しかし、男子の暴走をさらに拍車をかけるやつの登場で、体育教師（四十五歳）の声は完全にかき消される。

　高校生とは思えないほど発育した身体の女、さくらだ。

　背も高いし、まあ、すごいんだろうなと思っていたがあれは予想以上だ。

　出るところはしっかり出て、凹むところはキュッと締まっている。

　すごいというか、破壊的にすさまじい身体つきだ。

「ぶはっ！」

　なにを想像したか、いきなり鼻血出して倒れるやつまで出る始末。

「男子ども、なにアタシら見て盛ってんのよ！ぶっ飛ばされたいの！」

「さくらちゃん。まあ、抑えて抑えて」

「明奈。この連中、今のあんたを見て何考えているかわかってんの？男なんて基本的にけだものなのよ。あんたもたまにはガツンと言わないと」

「けだものって……あ、淳君。体育がんばってね～！」

　男子の中に淳の姿を見つけて、手を振る飯塚さん。

　その瞬間、当然のように淳に殺気が集り―――

「しんちゃんもがんばって～！」

　次に出てきた里美の姿を見た瞬間、男子の全員が吐き気を催したのだった。

　いや、あれはマジでモザイクとかかけたほうがいいって。でないとお茶の間には放送できないぞ。

　今日の授業も無事終了。

　化学についで不安だった英語も帰ってきたが、ぎりぎり赤点ではなかったのでほっとした。

　さて、今日はこれからどうするか。

旧校舎（巫女凪ルート８）へ（巫凪ルート７を通過の場合のみ選択可）
その他へ

共通ルート１３
　今日という日も無事に終わりを告げる。

　もちろん、これから殺人鬼が玄関をぶち破って襲ってきたら無事ではないけど、まさかサスペンスドラマでもあるまいしそれはないだろう。

　というわけで、おやすみなさい～
七月十二日（火）

「おっはよ～、しんちゃん」

「相変わらずテンション高いな。お前……」

「しんちゃんが低いだけだよ」

　このくそ暑い中、そうテンション上げられるかっての。

　ましてや、里美の前だし、なおさらテンションは落ちていく一方だ。

「ほら、しんちゃん。元気出して」

「お前に言われてもな……」

　そんなテンションのまま、学校に向かって歩き出した。

「あの、中根君」

「ん？」

　昼休み。

　購買戦争に勝利し、焼きそばパンとハムカツサンドをゲットした俺が、意気揚々と教室に戻っている途中だった。
　今まさに教室に入ろうとする直前、見知らぬ女の子に声をかけられたのだ。

「なんでしょう？」
「あの……ね」
　顔を赤くして、もじもじしだす女の子。後ろに回された手には何かを持っているらしい。

　このパターンは、もしや――

「これ！」
　そう言って差し出されたのは、ハートのシールでとめてある白い手紙。
　こ、これはまさしく、

　ディス　イズ　ラブレター！？

　女の子は、俺に手紙を差し出したまま固まっている。

　しかし、ここであわててはいけない。

　こういうことは今までにも何度かあった。もうすでに慣れっこだ。なぜなら――

「これ、淳に渡せばいいのかな？」

「うん。轟君にお願い」

　と、いうわけだ。

「ん。じゃあ、淳に渡しておけばいいのね。すぐに渡したほうがいいかな？」

「あ、今日中にお願いします」

「オッケー。任せてよ」

　俺がそう言うと、女の子はぺこりと頭を下げて行ってしまった。
　ラブレター……ね。

　淳も罪作りなやつだよな。まったく……

「あれ、中根先輩。こんなところにつっ立ってどうしたんですか？」
「ん、ああ、絆ちゃん」

　絆ちゃんの息が少しあがっていることから、どうやら走ってきたらしい。

「早く教室入りましょうよ。体育のせいで遅れちゃって……って、先輩。手に持ってるそれ、なんですか？」

「ああ、これ？」

「まさか先輩、ラブレターですか！？先輩、やったじゃないですか！」

「別にそんなんじゃないって」

「でも良いんですか？大貫先輩に殺されますよ」

「だから、これ俺宛じゃなくて淳宛――」

　そこまで言った瞬間だった。
　絆ちゃんが神速の動きで俺の手から手紙を奪い取り、すぐさま封を開けて読み出したのは――（この間、約０．５秒）

「絆ちゃん！いくらなんでも人の手紙を読んじゃダメだって」

「うるさいですね。先輩は黙っててください！」
「いや、でも……」

　俺が止めようとしている間にも、彼女は手紙を読み進め、やがて怒りで身体が震え始める。

「先輩。これの差出人、誰ですか？」

「いや、その、俺は知らない子だったなぁ」
　絆ちゃんの表情が、悪鬼のそれに変わっている。

「この盛りのついた雌猫、見つけ出して八つ裂きにしてやる！」

「わ～！絆ちゃん、落ち着いて～！」

　どこかへはわからないが、いきなり走り出そうとする絆ちゃんを背後から押さえつける。
「離してください！何が『ずっとあなたを見ていました』よ！私のほうが、ずっと見てんのよ！！」
「絆ちゃん！気持ちはわかるけど、抑えて、抑えて！」

「うがああああああああああ！！」

　さらに暴れ続ける絆ちゃん。やばい、これじゃあ押さえ切れない！

　絆ちゃんのことだから、間違いなく昼休み中にさっきの女の子を探し出すだろう。
　そして、そのあとは……
　白昼堂々、女子高生が学校内で殺人！
　まさかとは思うが、そんなふうに明日の朝刊のトップを飾ってしまうかもしれない。

　それはまずい！非常にまずい！
　そんな中、助けは教室からやってきた。
「やけに騒がしいと思ったら、二人とも、何してるんだ？」

「お義兄ちゃん！？」

　淳の登場でおとなしくなる絆ちゃん。助かった……

「どうしたんだよ。教室入らないのか？」

「入る。入るけど……」

　絆ちゃんが言いにくそうに自分の手の中にある手紙を見る。
　俺は、その手から手紙をさっと奪うと、淳に持っていき、

「ほら、お前宛に手紙を預かったんだ」

「俺に？」

「ああ」

「なんだろ？」

　淳がラブレターを読み始める瞬間、思いっきり耳を引っ張られた。

「いたたたっ！？」

「先輩！何素直に淳さんに渡してるんですか！」

　俺の耳を引っ張っている絆ちゃんが、小声ながらも怒気を含んだ声で言ってくる。

「大丈夫だって。淳がその女の子を選ぶわけないだろ」

「それは……」

「かわいそうだけど、淳がその子を振って終わりだろ。いつものことじゃないか」

「確かにそうですね。淳さんが私以外の女の子を選ぶわけないですもんね」

「……そ、そうだね」

　突っ込むかどうか迷ったが、とりあえずそういうことにしておいた。
「それじゃあ、お義兄ちゃん。早くご飯食べよ」
「あ、ああ」

　未だ手紙を読んでいる淳の腕を引っ張って、絆ちゃんは教室の中へと入っていった。

「はぁ……疲れた」

　それを見て、俺は深い深いため息を吐いてしまうのだった。
「ふぁ～あ」

　あくびをしながら軽く伸びをする。

　どうやら眠っていたらしい。午後の授業の記憶がまったくない。

　……ま、いっか。

　俺はそう結論付けると、机から立ち上がる。

　さて、これからどうしよっかな？

さくらルート９へ

廊下（絆ルート９）へ

その他へ
共通ルート１４
　今日の夜はなんかまったりして過ごした。

　こういうのもたまには良いもんだ。
　つうわけで、おやすみなさ～い

七月十三日（水）
　朝。なぜか目覚ましがなる前に起きてしまった。

　それもやけに気分爽快で、二度寝なんてする気にならない。

　珍しいこともあるもんだ。

　まあとにかく、下降りて飯でも食おっと。

「あら、おはよう、真哉。今日は珍しく早いのね」

　下に降りると、すでに姉さんが朝食の準備をして席についていた。

「うん。なんかパッチリ目が覚めちゃって」

「朝ごはん、食べるでしょ？」

「うん」

　姉さんに自分の茶碗を渡してよそってもらう間に、自分では味噌汁をよそう。

　今日のメニューはご飯とわかめの味噌汁、玉子焼きに自家製のきゅうりのぬか漬けだ。

「いただきま～す。がつがつがつ」

　うむ、相変わらずうまい！

「今日は時間に余裕があるんだから、落ち着いて食べなさい」

　姉さんに言われ、こくこくとうなずいて麦茶で口の中のものを胃へ流し込む。

　やっぱり、よく噛んで食べないとダメか。

「ねえ、真哉。台風が来るんだって。知ってる？」

「そうなんだ」

「やっぱり知らなかったのね。天気予報ぐらい見たほうが良いわよ」

「ははは、そうだね。それで、いつぐらいに来るの？」

「日曜ぐらいに上陸するかもって」

「へぇ」

　ってことは、今週の日曜は家でごろごろすることに決定だな。

「ご馳走様」

　お茶碗にこびりついたご飯粒まで一つ残らずたいらげて、立ち上がる。

　ピンポーン

「しんちゃ～ん！おっはよー！」

　と、同時にどうやら里美が来たらしい。

「ふふふっ。里美ちゃん、今日も元気みたいね」

「元気すぎて困るけどね」

「しんちゃ～ん！起きてないの～？しんちゃんってば～！」

「今行くから、騒ぐな！近所迷惑だろ。

　それじゃあ、姉さん。いってくるね」

「ええ。いってらっしゃい」

　それからすぐに準備して、俺は家を出たのだった。

　今日の体育は、男子が水泳だった。
　水泳のあとって、なんでこう眠いんだろ。

　おかげで授業の記憶が全然ないぜ。

　まっ、なにはともかくこれからどうするかな。

旧校舎（巫凪ルート９）へ

教室（さくらルート１０）へ

その他へ

共通ルート１５

　夏休みまで、あと一週間切ったか。
　待ち遠しいぜ！

　さて、今日のところはもう寝ますか。

　おやすみなさ～い。

七月十四日（木）

「しん―――起き――」
　肩をゆさゆさとゆすられる感覚。

　里美なんかとは違う、優しい起こし方。

　ああ、なんか気持ちいい。

「しんや―――真哉」

　しかし、このまま起きないわけにもいかないだろう。

　俺を起こそうとするくらいなんだから、何か用事なのだろうし。

「う、う～ん」

　寝たまま身体を大きく伸ばして、なんとか意識を覚醒させる。
「おはよ……姉さん」
「おはよう」

　上半身だけ身体を起こすと、姉さんがすでに着替えてそこにいた。

「どうしたの？」
「今日はちょっと用事があって、私はもう行くわ。だから鍵をお願いね」

「……うん、わかった」
　寝ぼけ眼をこすりながら、返事だけをして時計を見る。

　時刻は七時半ごろ。八時過ぎくらいに家を出るから、今日はちょうどいい時間だな。
「あ、そうそう。今日は天気予報雨だったから、ちゃんと傘持っていくのよ」
「ふぁい」

「それじゃあ、行ってくるわね。二度寝しちゃだめよ」

「うん。いってらっしゃい」

　そうして、姉さんが部屋から出て行った。

「…………起きるか」

　里美に無理やり起こされないというのもなかなか気持ちがいい。

　あいつが来るまで、あと二十分ほどある。さっさと飯食って、あいつは置いていこう。

「ああ、平和だ……」
　里美が来襲する前に家を出て、通学路を一人歩いていく。

　小鳥のさえずりが響き、なんだかそれだけで非常に気分がいい。
　里美が一緒にいないという事実がそんな些細なことでも俺を喜ばすのだろう。
　そして、そのままひと時の平和な時間をすごし、学校へと到着する。
「あれっ……真？」

　そして、通用門のところでばったり出くわしたのは淳だ。
　隣には飯塚さんと絆ちゃんもいる。

「おっす、淳。飯塚さんも絆ちゃんもおはよう」
「ああ、おはよう」

「おはよう、中根君」

「おはよう、先輩」

　三人と挨拶しながら、学校の敷地内に入る。

「珍しいな、いつもぎりぎりのお前がこの時間に来るなんて。今日は大貫さんと一緒じゃないのか？」

「ああ、里美なら置いてきた」

「置いてきたって」

「今日は姉さんが起こしてくれてな。久々に平和な朝を満喫しているところだ」

「へぇ、璃々さんが起こしてくれたのか」
「ああ」

「ねえ、璃々さんって誰？」
　会話の途中で、絆ちゃんが聞いてきた。

　そういえば、飯塚さんと絆ちゃんは姉さんのことは知らなかったっけ。前に淳が来たときは、淳は一人で来たもんな。

「璃々さんっていうのは真のお姉さんだよ。大学生のすごい美人なんだ」

「へぇ～、美人なんだ」

「………………」
　淳の紹介に、絆ちゃんの目の色が変わっていた。
　見ると飯塚さんも何か言いたげにこっちを見ている。

　どうやら、淳が美人だと言った姉さんに興味を持ったようだ。

「中根先輩。今度そのお姉さんの詳しい話、聞かせてくださいね」

「………………」

「いや、その……姉さんは別に淳のことはなんとも想ってないと思うんだけど」

「それでもです！」
「………………」

「……わかったよ」

　有無を言わさない絆ちゃんの迫力と、それに釣られるようにうなずいている飯塚さんに押され、俺は承諾するしかなかった。
　まったく、本当に淳に係わり合いのある女については余念がないな。この子は。
「二人とも、璃々さんのこと知りたいなら、今度真のところに遊びに行くときはみんなで行こうか」

「うん！」

「ぜひ」

「………………」

　俺は自宅にまで、この騒動を持ち込まれるのか。

　里美だけでも精一杯だって言うのに……

「真。いいよな？」

「ああ、わかったよ。どうせその二人に頼まれたら断れ―――」

　瞬間、殺気を感じてとっさに横に跳んだ。
「しんちゃ～～～～～～～～～～～～～～ん！

　……って、あれ？」
　背後から俺に抱きつこうとした里美の腕は俺が避けたことで空振り。

「ぎえええええええええええええええええええ！！」

　そして、人間とは思えない悲鳴を上げながら盛大にヘッドスライディングしていった。
「ふっ……見切った」

　俺が決め台詞を行っていると、里美は何事もなかったように起き上がり、

「避けるなんてひどいよ！」

「バカやろう。逃げなきゃ俺が死ぬだろうが」

「それぐらい愛の力で受け止めてよ！」

「お前を受け止めるくらいなら、十トントラックを受け止めたほうがまだましだ」

「ううっ、今日のしんちゃん冷たい。朝も待っててくれなかったし」

「俺はいつでも冷たいんだ。特にお前にはな」

「……私、このくらいで負けない。いつかしんちゃんと……ぐふっぐふふふ……」
　なぜかいきなり笑い出した里美に、周りで登校していた生徒たちも足早に逃げていく。

　ああ、俺も逃げたい。
　そうは思っても、いつの間にか俺のかばんを掴まれていて、逃げることなどできないのだが……

　結局、この日もいつもと同じような朝になってしまったのだった。
　と言うか、なんでいきなり雨降ってんだ？

　さっきまで結構天気良かったのに。
　まあ、良いや。これからどうしよう？
旧校舎（巫凪ルート１０）へ
教室（さくらルート１１）へ
廊下（絆ルート１０）へ
共通ルート１６
　今日は姉さんに助けられたな。

　俺と違って、できた人だからな。

　いや～、あんな姉さん持って、俺って結構幸せ者かも。

　そんなことを考えながら、俺は眠りに落ちていった。

七月十五日（金）
「おっはよ～、しんちゃん！今日も張り切ってこ～！」
「うぃ～」

「な～に、しんちゃん？そのやる気なさそうな返事」

「実際やる気ないから。それじゃあ、行くぞ、学校」

「あ、待ってよ」

　俺は、里美を置いてすたすたと学校に向かって歩き出した。

「やきぞばパンとメロンパン！！」
「はい、合わせて３５０円ね」

　ぎゅうぎゅうの押し競饅頭の中、何とか購買のおばちゃんにお金を渡してパンをゲットした。

　ふう、今日も無事昼飯を確保できたぜ。

「中根さん？」

　そんな風に意気揚々と教室に帰っていると、聞き覚えのある声がかけられた。
　声のしたほうを見ると、開け放たれた窓の外に巫凪が浮かんでいた。
「よっ、巫凪」

　周りは昼休みってことでうるさい。だから、普通に話しかけても誰も気にしないだろうってことで、俺は窓枠に手をつきながら返事をした。

「こんにちは」

「ああ。でも珍しいな、巫凪がこんな場所で話しかけてくるなんて」

「あはは。実は、今起きたばっかりなんです。それで気づいたら、中根さんが歩いているのが見えたので」

「起きたばっかりって、学校で寝てたの？」

「はい。まあ、私の場合、どこで寝てもあまり変わりませんから」
　確かに、巫女凪の場合柔らかいベッドとかは意味を成さないだろう。
「中根さんは何をしてたんですか？」

「俺は昼飯を買ってきたとこ」

　そう言いながら、戦利品の焼きそばパンとメロンパンを見せる。

「あっ、これからお食事なのに、引き止めちゃいましたね。ごめんなさい」

「そんなの気にしなくたっていいよ。昼休みはそれなりに長いんだか――」

「ヤッホー、真！そんな風に外を見ながらぶつぶつ言ってると、アブナイ人みたいだぞ」

　その声とともに、いきなり背中をばしばし叩かれた。

　こんなことをするやつは一人しかいない。振り返ると、案の定さくらが笑いながら立っていた。
「いてぇだろ、バカ！ちょっとは手加減覚えろよ」

「これぐらいで痛がんないの。だいたい、窓の外見て独り言しているあんたが……」

　と、さくらが窓の外を見て硬直した。
「…………へっ？」
「どうした？」

「いや、その、えっ、えっ？」

　わけのわからない反応を繰り返すさくら。
　その視線の先には巫凪がいるだけだ。といっても、こいつには見えてないだろうが……って、もしかして！

「お前、まさか！？」

「私のこと、見えているんですか！？」

「ってしゃべってるぅぅぅぅぅぅぅ！！」

　と、三種三様の驚愕の声をあげたのだった。
　それからしばらくして……
「さて、じゃあ説明してもらうわよ」

　学食の向かいに座ったさくらが、俺とその隣に浮いている巫凪を箸で指してそう言った。

　目の前には、肉うどんと豚カツと山盛りご飯。これが今日のさくらの昼飯らしい。

　あの後、さくらが落ち着くまでしばらく待ち、俺たちは学食にその場所を移していた。
　ちなみに、淳には携帯で今日はさくらと一緒に学食で昼飯を食うことは伝えてある。

「説明って言ったってな」
　何をどう説明しろというのか？
「その子何者なのよ？人間じゃないでしょう」

「私は一応人間霊ですけど」

「霊だったら人間じゃないでしょ！」

「は、はい、すいません」

　さくらの剣幕に押され、かわいそうなほど縮こまる巫凪。
「あのさ、さくら。こっちとしてはお前に霊感があることに驚きなんだが」

「霊感？ないわよ、そんなもん」
　さらりとさくらは答えるが、それだとかなりおかしい。

「じゃあ、何でお前が巫凪の姿見えるんだ？」

「えっ、あっ、いや……アタシの目も――って、アタシのことはどうでもいいの！それより、あんた。真に近づいて、とり殺すつもり？」

「そ、そんなつもりは……」

「止めときなさい。どうせ殺すなら、こんな善人にも悪人にもなりきれていないような中途半端なやつ狙わないで、もっと極悪非道なやつ狙いなさいよ」
「ですから、私にはそんな気は……と言うか、そんな強い力、使えないんですぅ」

　さくらの言葉に、とうとう巫凪が涙声になってしまった。

　俺は非難するような目でじとーっとさくらのほうを見る。

「そ、そんな泣きそうな声しないでよ」

「私、力弱くて……うぅ……」

「あ～、アタシが悪かったから。その、元気出して、ね」

「はい、ありがとうございます……」

　そんな巫凪に気勢をそがれたのか、さくらは気まずそうにうどんをすすった。
「それで、どうして真はその子が見えるの？あんたには霊感あるの？」
「いや、俺もないぞ」

「じゃあ、どうして？」

「あっ、それは私が、中根さんが私を認識できるようになる力を使っているからです」

「……は？真があなたをなんだって？」

「ですから、中根さんが私を認識できるようになる力を使っているんです」

「……とりあえず、この子がなんかしてるから、真には見えてるのね」

　どうやら、理解できなかったらしい。まあ、別に大した問題ではないのでかまわないが。

「まあいいや。とりあえず、そんなに悪い子じゃないってのはわかったし」

　そう言って、うどんの残りを一気に掻きこんだ。

「ふぅ……それで、あなたの名前は？」

「庄司巫凪です」

「それならミナって呼ぶけど、オッケー？」

「はい、かまいませんよ」

「アタシは山吹さくら」

「山吹さんですか。よろしく――」
「さくらって呼んでくれる？」

「え、あ、はい。さ、さくらさん」

　さくらの目が笑っていない笑顔に押され、巫凪はあわてて言い直した。

「それじゃあ、よろしくね。ミナ」

「はい。よろしくお願いします」

　こうして、新たな友情が誕生したとき、俺は横で焼きそばパンにかぶりついていたのだった。

　あ～、退屈な授業がようやく終わった。
　ねみぃ……って、これから放課後なのに、寝てどうする、俺！

　さ～て、これからどうしますか。

旧校舎（巫凪ルート１１）へ
学校外（絆ルート１１）へ
その他へ

共通ルート１７
　うわっ、なんか風が出てきたな。そういえば台風来てるんだっけ。
　風で窓ががたがた言う音を聞いて、そのことを思い出した。
　まあ、いいや。今日はもう寝るか。
七月十六日（土）

　ごーごーと言う風の音で目が覚める。

　昨日より、風強くなってないか？

　空は晴れてはいるようだが、雲の動きがやたら早い。

　これはいよいよ台風っぽくなってきたな。

「いってきま～す」

「いってらっしゃい。気をつけてね」

　姉さんに見送られて外に出ると、とんでもない強風が俺を襲ってきた。

　この風……体重軽いやつなら飛ばされるんじゃないか？

　男の俺でさえ、気を抜いたらバランスを崩しそうな強風だ。

「しんちゃん。おっはよ～」

「ああ、里美か。お前は絶対に飛ばされることはないよな」

　いつものように迎えに来た隣の住人を見て、俺はつぶやいた。

「それじゃあ、里美。今日は俺の前を歩け」
「え、なんで？」

「いいから」

「まあ、いいけど」

　不思議そうながらも了承する里美。

　よし、これでこいつが風よけになるぜ。

　無駄にでかい図体しているんだから、こういうときには役に立ってもらわなきゃな。

　こうして、俺は安全な登校を開始した。
好感度の高い人物のルート１２へ

共通ルート１７
　今日は風だけだけど、明日は雨も降るんだよなぁ。

　まあ、明日はおとなしく家でごろごろしているしかないか。

　じゃあ、ゆっくり眠るとしますか。おやすみ～

七月十七日（日）

　さくらルート１３へ（さくらルート９を通過している場合）

　共通ルート１８へ（それ以外）

共通ルート１８

　唸りを上げる強風とバケツをひっくり返したような大雨。
　朝起きると、外の様子はそうなっていた。

　これ以上ないくらい台風といった感じの天気だ。

　とりあえず、目も覚めてしまったことだし下に降りるか。

「おはよ。姉さん」

「おはよう。流石の真哉も、こんなに風がうるさくちゃ、二度寝はできなかったのかしら？」
「やろうと思えば、二度寝できるけど？」

「頼むから、そんなことにやる気出さないで」

　姉さんと、そんな朝の軽口を叩きあいながら朝食を食べてしまう。

「今日一日はこんな天気だって。今日が休みでよかったわね」

「そうだね。今日は特に予定なかったし、家でごろごろしてるよ」

「まあ、今日はしょうがないわね」
　こうして、その日は自宅で退屈な一日を過ごしたのだった。

　台風も過ぎたし、ずいぶん静かな夜になった。

　窓から外を見れば、さっきまでの嵐がうそのように星が見えている。

　台風が全ての雨雲を連れて行ったのだろう。

　今日は昨日と違ってゆっくり眠れそうだ。明日は休みだしちょうど良い。

　ハッピーマンデー法に大感謝だぜ。

　というわけで、ベッドにダイブ。

「おやすみなさ～い」
　誰にともなくそう言うと、睡魔はすぐにやってきた。

共通ルート１９へ
共通ルート１９

七月十八日（月）

　今日は海の日。月曜なのに休日っていう一日。
　こういう休日を満喫しなければ罰が当たるってもんだ。

　というわけで、昼近くまで爆睡していた俺。

　早起きしないのっていいよなぁ。

　幸せを噛み締めながら、一階に降り、朝食兼昼食を食べてひと段落。

　さて、これからどうするか。なんか予定入ってたっけ？

巫凪ルート１３へ（巫凪ルート１２を通過している場合）

絆ルート１３へ（絆ルート１２を通過している場合）

共通ルート２０へ（それ以外）

共通ルート２０

　う～ん、なんにも予定ないな。
　そういえば、姉さんはどこに行ったんだろ？

　もしかして、デートとか？

　いいよなぁ、相手がいるなんて。一人身の俺にはうらやましい限りだぜ。

　仕方ない。今日一日、ごろごろしてるか。日頃疲れている分、こういうときにしっかり休んでおかないとな。うん。

　ピンポーン

「しんちゃ～ん、入るよ」

　いきなり来客を知らすインターホンが鳴るとともに、誰だろ？とか考える暇もなく玄関を開ける音が聞こえてきた。

　こんな横暴なことをするやつは一人しかいない。

　俺の疲れの原因。歩く重戦車。里美だ。
「お前な！俺が出る前に勝手に玄関開けてんじゃねえよ！」

「私としんちゃんの仲じゃない。そんな細かいこと気にしないで」

「気にする！」
「まあ、それはともかく、しんちゃん、今日暇だよね」

「暇じゃない」

　里美に暇かと聞かれると、暇じゃないと答えるのはすでに条件反射の域に達している。

　長年の経験の賜物である。

「よかった。やっぱり暇なんだね。じゃあ映画でも見に行こう」

　しかし、相変わらず人の話を聞かない里美には通じなかった。

「それじゃあ、すぐに準備して行こう」
「あっ、こら！勝手に上がるな」

　里美は俺の言葉を無視して俺の部屋へと勝手に入り、俺の財布を取ってきた。

「さっ、しんちゃん、行こ」

「ちょっと待て、なんでお前、俺の財布の置き場所を知ってるんだ？」

「しんちゃんのことでわからないことなんてあるわけないじゃない。下着やゲームの置き場所から、こ～んなビデオやあ～んな本の隠し場所まで、私が知らないことなんてなにもないのよ！」
「―――――なっ！？」

　そ、そんな……俺秘蔵のこ～んなビデオやあ～んな本の隠し場所まで！？

「大丈夫。しんちゃんも男の子なんだから、あんなものがあったとしても私は気にしないわ。でもね、しんちゃんが望むなら、私はいつでもＯＫなのよ。もしそうなったら、私が全部処分してあげるからね」

「全身全霊を賭けてお断りいたします」

　もしもも何も、そんなことには絶対になりませんから。

「それじゃあ、準備も整ったことだし、行くわよ！」

「わっ、待て！離せ！俺は行きたくないいいいいいいいいいいい！！」

　結局、俺の抵抗むなしく、せっかくの休日を里美と一緒に過ごすことになってしまったのだった。

共通ルート２１

好感度が一定以上のキャラの本編ルートへ

好感度が足りない場合、バッドルートへ
